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TOEIC � Listening & Reading Test の 

各パートの指導方法を考える
―学生の解答データの分析を通して―

井 上 治

概要　本論では，Google Forms を用いて集めた，『公式 TOEIC � Listening & Reading 

問題集１』の学生の解答データを分析することを通して，TOEIC � Listening & Reading 

Test のリスニング・セクションとリーディング・セクションのそれぞれのパートに関して，

新たな指導方法を見つける，および，主観的な思い込みによる誤った指導方法を改めること

を試みる。

キーワード TOEIC � リスニング＆リーディング テスト，リスニング・セクション，リー

ディング・セクション，指導方法，グーグル・フォーム

原稿受理日　２０２０年９月２５日

Abstract　This paper analyzes the students’ answer data of the questions in “TOEIC � 

Listening & Reading Test Official Practice Book: Book 1,” which was collected by 

using Google Forms.　Through this analysis, the author aims to find new teaching 

methods, as well as incorrect teaching methods based on the subjective impression, 

for each part of the Listening and Reading sections of the TOEIC � Listening & Reading 

Test.
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１．は　じ　め　に

筆者は，これまでに，TOEIC� テスト，および，TOEIC� Listening & Reading Test

（２０１６年８月から現名称，本論文では以下，「TOEIC�」と表記する）のリスニング・セク

ションの Part２，Part３，および，Part４に関して，その公式問題集の問題を分析する

ことを通して，それらのパートの攻略法を，特に，TOEIC� 初級者� 向けに提示してきた。

これまでは，公式問題集のそれぞれの問題について，学生の実際の解答を分析するとい

う機会がなかったが，今年度はリモート授業を実施する中で，その利点のひとつとして，

Google Forms を用いて学生の解答データを集めることができている。

そこで，今回は，そのデータを分析することを通して，TOEIC� のリスニング・セク

ションとリーディング・セクションのそれぞれのパートに関して，新たな指導方法を見つ

ける，および，筆者が思い込んでいた指導方法を改める，ということを試みてみたい。

今回使用しているテキストは，『公式 TOEIC� Listening & Reading 問題集１』の「TEST

１」で，対象学生は経済学部２年生３６名で，１
　

 年次の２０１９年１２月受験の IP テストの３６名

の平均スコアは５７６.５点（リスニング３１２.８点，リーディング２６３.８点，以下，数値に関して

は小数点以下第二位を四捨五入したものを示す）である。そのときの学年の平均スコアは

４４５.０点（リスニング２５２.６点，リーディング１９２.４点）となっており，今回の対象学生は学

年の上位層に当たる。

対象学生が３６名と少ないので，データを分析して導き出す事柄の正当性は必ずしも高い

ものとはならない一方で，学部の上位層の学生のデータであるため，それぞれの設問の難

易度に関してはかなりの信ぴょう性があることから，ある一定の方向性は示すことができ

るのではないかと考えている。

それでは，Part１から順番に見ていくことにする。
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�　「TOEIC IP テストを初めて受けた大学生の平均点」を目標とする学生を「TOEIC� 初級者」

と表現してきた。最新のデータでは４２１点（リスニング２３３点，リーディング１８８点）（「TOEIC� 

Program DATA & ANALYSIS ２０２０」１１）となっている。



２．Part１のデータから考察する

公開テストにおいては２０１６年５月２９日実施回から，そして，団体特別受験制度（IP: 

Institutional Program）においても２０１７年４月以降から，TOEIC� では新しい出題形式

が導入され，Part１に関しては，その設問数が１０問から６問へと減ることとなった。

設問数の減少後は，Part１に関しては，演習する際には，次の３点のみに触れている。

まずは，『TOEIC� Test 単語　頻度順徹底マスター』（経済学部の１年生と２年生の英語

基幹科目内で実施されている小テストの準備用テキスト）の，Part１の頻出語がまとめて

ある Unit １４と Unit １５，および，「Part１頻出の熟語・構文・定型表現２０」の語句を覚え

ておけば十分に対応できること，次に，公式問題集の Part１で出題されている，特に，正

解の選択肢中で使用されている初見の語句をその都度追加して覚えておくこと，最後に，

テスト全体の２００問中のわずか６問であることから，このパートの結果がテスト全体の結

果に大きな影響を及ぼすことはないので，６
　

 問中３問できれば十分だというぐらいの気持

ちで受験すれば良いこと，を学生には伝えている。

以下の表は，今回のデータから，各セクション・パートの正答率をまとめたものである。

 

すべてのパートの中で，予想どおり，Part１の正答率が最も高くなっている。このパー

トの中で正答率が最も高かったものは，問題番号１（９７.２％）で，その理由は，この設問

だけが“She’s ～ing ···.”というように，共通の主語をもつ４つの動作を表わす文でそろえ

られているので，解答しやすいからである。一方，最も低かったものは，問題番号４（６９.４％）

表１　全体，各セクション，各パートの正答率　　　　　　　　　　　　　 
（設問ごとの正答率は「資料１」として本論文の末尾に添付した）

６６.３％全体

６３.６　リーディング・セクション６９.０　リスニング・セクション

６５.０　Part５８４.７　Part１

６０.６　Part６７３.２　Part２

６３.７　Part７６５.３　Part３

６８.０　　　うち　１つの文書６７.２　Part４

５８.７　　　　　　複数の文書

６０.８　　　　　　　　　　うち　２つの文書

５７.３　　　　　　　　　　　　　３つの文書
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で，この設問の正解の選択肢中に“awning”という，多くの学生がおそらく初見の，Part

１特有の難易度が高い語句が出てきていることが，その原因であろう。

そうは言うものの，このパートに関しては，正答率が最も低い設問でさえ６９.４％という

高い数値であることから，これまでの指導方法を変更する必要はないと思われる。

３．Part２のデータから考察する

今回の全２００問のデータに関しては，２０２０年度前期の授業の中で分割して演習したもの

を収集しており，Part２に関しては，「Part１の問題番号１から Part２の問題番号１１ま

で」，「１２から２１まで」，および，「２２から３１まで」と３回の授業で実施した。

Part２の全２５問を一度に演習した場合には，後半に集中力が落ちてくることから，さら

に，公式問題集の Part２の構成では，設問が進むにつれて難易度がゆるやかに高くなって

いく傾向にあることから，後半の設問の正答率が低くなることが容易に推察できる。しか

し，今回は３回に分割して実施しているので，集中力があまり落ちることなく演習できて

いることから，正答率は設問のより実質的な難易度を反映していると考えられる。

まず，以下の表は，「質問文の語数」から正答率を分析したものである。

 

質問文の語数が少なければ正答率が高くなり，多ければ低くなるであろうことは一般的

に推測できることであり，実際に６語までの正答率はかなり高い数値になっている。また，

全２５問の質問文の平均の語数である８.１語を基準とすると，４
　

 語から８語までの正答率は

７６.０％，９
　

 語以上の正答率は６９.７％となっている。

Part２に関しては，授業では設問演習後に「質問文のディクテーション」を必ず行なっ

ており，前期は基本的に質問文の出だしから６語をディクテーションさせてきた。ところ

が，データを見ると，当該学生は質問文が６語までの設問にはほぼ対応できていることか

ら，後期の授業では，当該学生の Part２に対応する能力をさらに伸ばすためには，出だし

から７語ないしは８語を中心にディクテーションをさせることが良いようである。

一方で，全体を見ると，７
　

 語の正答率が５４.７％，そして，８
　

 語以上の正答率はすべてが

表２　Part２全体の「質問文の語数」による正答率

平均
正答率

１３１１１０９８７６５４語数

１２５３３４４２１設問数

７３.２５８.８８０.９６５.２７３.３８１.９５４.７８６.４８６.４８１.８％正答率
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７語の正答率を上回っており，「質問文の語数が少なければ正答率が高くなり，多ければ

低くなる」ということには必ずしもなっていない。

そこで，次に，「質問文の種類」という観点から考えてみたい。質問文の種類分けは，

過去の筆者の論文においてと同様に，国際ビジネスコミュニケーション協会が公式問題集

以外に発行している，TOEIC� 対策本である『TOEIC� テスト 公式プラクティスリスニ

ング編』の Part２の章立て（「Unit５　WH 疑問文」，「Unit６　Yes/No 疑問文，選択疑

問文」，「Unit７　依頼・許可・提案・勧誘の文」［以下，依頼・提案の文］，「Unit８　付

加疑問文と否定疑問文」［以下，付加・否定疑問文］，「肯定文と否定文」）に合わせた。

 

When ～ ? ならば「時」を，Where ～ ? ならば「場所」を表わす選択肢を解答として選

べばよい，すなわち，ピンポイントで正答を引っ張ってくることができる「WH 疑問文」

の正答率が最も高く，一方で，感想なのか意見なのか事実を述べているのかが瞬時に判断

しづらいこと，また，質問文が疑問文でないことでさまざまなパターンの答え方があり得

ることから，「肯定文と否定文」の正答率が最も低くなることが事前に予測でき，ほぼ近

い結果となった。

「ほぼ近い」結果と表現したのは，データでは，「Yes/No 疑問文」の正答率が最も高く

なっているからなのであるが，これに関しては，「Yes/No 疑問文」のサンプル数が少な

かったための誤差であろうと思われる。「Yes/No 疑問文」の答え方のパターンは，Yes の

内容であっても，No の内容であっても，また，それ以外の内容であってもよく，「WH 疑

問文」の答え方のパターンとくらべるとかなり幅広くなるので，その難易度は「WH 疑問

文」よりも高くなるはずである。したがって，今後も多くの設問に関してデータを取り続

けることができれば，「WH 疑問文」の正答率を下回ってくると考えている。

ピンポイントで正答を引っ張ってくることができることが大きな特徴である「WH 疑問

文」の質問文は，Part２の全２５問の出題数の中で，常にほぼ半数を占めている。さらに，

「WH 疑問文」の質問文の正答率は，「WH 疑問文以外」の質問文の正答率である６７.０％を

１３ポイントも上回っており，「WH 疑問文」の質問文の設問の難易度がより低いことが数

表３　Part２全体の「質問文の種類」による正答率

正答率出題数質問文の種類正答率出題数質問文の種類

６４.９　４依頼・提案の文８０.０％１２WH 疑問文

６３.９　３付加・否定疑問文８９.５　２Yes/No 疑問文

５５.９　２肯定文と否定文６４.７　２選択疑問文
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値的にも明らかになった。したがって，TOEIC� 初級者にとっては，Part２に関しては，

「まずは，『WH 疑問文』の質問文の設問にしっかりと対応していくこと」がスコアを伸ば

す重要なポイントであることはまちがいない。

最後に，１２のサンプル数がある「WH 疑問文」の質問文に関して，語数との相関関係を

見ておこう。

 

Part２の全２５問の質問文の平均の語数である８.１語を基準に考えると，「WH 疑問文」に

関しては，４
　

 語から８語までの正答率は８２.４％，９
　

 語以上の正答率は７５.１％であり，語数

が増えると正答率が下がっている。一方，「WH 疑問文以外」に関しては，４
　

 語から８語

までは６７.５％，９
　

 語以上は６６.７％と正答率がほぼ変わっていないことから，「WH 疑問文以

外」の質問文は語数の影響を受けないようである。

このことから，「WH 疑問文」の質問文に関しては，質問文の語数が増えると，その後

半の情報のせいで前半の重要な情報（WH 疑問詞，助動詞や BE 動詞が示す時制，主語の

人称，述語動詞）を忘れてしまう現象が起きていることが推察される。「WH 疑問文」の

質問文では前半の情報を忘れてしまうと正答にたどり着くことができなくなる一方で，

「WH 疑問文以外」の質問文では，例えば，「依頼・提案の文」であることがわかれば“That’s 

a good idea.”のような「定型の返答」を選択すればよい場合が多い，あるいは，「付加疑

問文」ならば最後の部分で主語の人称と時制の情報が繰り返される，といったように，質

問文の種類さえ把握できれば，質問文の前半の情報を忘れてもある程度の対応ができるこ

とが推察される。

以上のことから，「WH 疑問文」の質問文に関しては，語数の多い質問文を用いて，「後

半の情報に惑わされずに前半の情報をしっかりと把握する」練習を，一方，「WH 疑問文

以外」の質問文に関しては，それぞれの質問文の特徴をしっかりと理解した上で，「質問

文の種類ごとに『質問文と答え方のパターンに慣れる』」練習をしていくことが，Part ２

では有効な指導法であるであることがわかった。

表４　Part２の「WH 疑問文」の「質問文の語数」による正答率

平均
正答率

１０９８７６５４語数

２２１２３１１設問数

８０.０７０.５７９.７７２.７６１.４９７.０９０.９８１.８％正答率
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４．Part３のデータから考察する

今回のデータに関しては，複数回の授業で分割して演習したものを収集しているが，

Part３に関しては，問題番号３２から７０までを授業で一度に実施した。まず，当該授業以前

の２回の授業において，Part３と Part４の攻略の大前提である「質問文（と選択肢）の

先読み」をして設問を解答していく練習を，別教材を使って行なった。その際に特に留意

したことは，「３問セットの１問目の質問文の音声が終わるまでに，３
　

 問の解答を終えて

しまうこと」であった。そのようにできれば，「次のセットの音声が始まるまでにおよそ

２５秒の時間が生まれ，次のセットの『質問文（と選択肢）の先読み』ができる」からであ

る。

そして，当該授業では，「音声を Part１の Directions からスタート」→「Part１の問題

番号１と２を解答」→「音声は Part２の Directions へ飛ぶ」→「Part２の問題番号７か

ら１１までを解答」→「音声は Part３の Directions へ飛び，そのまま Part３の最後まで解

答する」という方法で演習を行なった。その理由は，できるだけ実際のテストに近い方法

で演習するためであり，受講生には「各パートの Directions の時間」と「Part３の次の

セットの音声が始まるまでの時間」という２種類の時間を活用して，「質問文（と選択肢）

の先読み」をするように指導した。

まず，以下の表は，Part３の全１３セットを，前半・中盤・後半という視点から分析した

ものである。

 

筆者は，新しい出題形式の導入以前から，Part３がリスニング・セクションでは最も難

易度の高いパートだと考えていた。そのパートの設問数が１０セットから１３セットに増えた

わけなので，「前半の５セット」ではそこそこの正答率が残せても，集中力が切れ始める

であろう「中盤の４セット」で５ポイント程度下がり，疲れがかなり出てくる「後半の４

セット」ではそこからさらに１０ポイント近くまで下がるのではないかと予想していた。結

果を見ると，「中盤」から「後半」へのおよそ８ポイントの降下は予想どおりだったが，

表５　Part３を３つの部分に分けた正答率

平均
正答率

後半の４セット中盤の４セット前半の５セット

１２１２１５設問数

６５.３５９.４６７.５６８.４％正答率
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「前半」と「中盤」で正答率がほぼ変わっていないことは意外に感じた。しかし，逆に考

えてみれば，「『質問文（と選択肢）の先読み』が上手くできれば，１３セットの３分の２ぐ

らいまでは十分に戦える」ことがはっきりとした。したがって，今後も「質問文（と選択

肢）の先読み」の練習を多く取り入れることを通して，受講者に「『先読み』さえしっか

りできれば，Part３は思っているよりも難易度は低い」ことを実感させたい。

次に，各セットの１問目・２問目・３問目という視点と，表５の前半・中盤・後半とい

う視点を組み合わせたものが，以下の表である。

 

演習時には，１
　

 問目は必ず「先読み」し，２
　

 問目と３問目については，取り組みやすそ

うな方を選んで「先読み」するように指導している。その選択の基準は，「理由の Why・

内容の What よりも，正答をピンポイントで聴き取ることができる Who・When・Where 

などの WH 疑問詞」と「質問文と選択肢がより短い方」の２点である。

１問目に関しては，必ず「先読み」ができているということからも，集中力のある「前

半の５セット」で８０％を軽く超えてくると予想していたが，７４.８％という結果であった。

これは，Part３がリスニング・セクションで最も難易度の高いパートであることをはっき

りと表わしているといえる。その一方で，「前半の５セット」の１問目以外では，「後半の

４セット」の２問目を除くと，極端な数字の差が出ず，６５％前後の正答率があることから，

「質問文（と選択肢）の先読み」が上手くできている受講者は，疲れを感じながらも十分

に対応できていることがわかる。

「後半の４セット」の２問目の正答率が４８.４％と低くなっているが，これについては，難

易度の高い設問が４問の中にたまたま混ざっているということ以外に，新しい出題形式で

ある「図表を見て答える設問」が２問含まれていることが原因のようである。その２問と

は，６６番“Look at the graphic. Which article’s deadline will be changed ?”（正答率４５.２％）

と，６９番“Look at the graphic. What is the woman missing ?”（３５.５％）である。筆者

としては，「理由の Why・内容の What よりも，正答をピンポイントで聴き取ることがで

きる，Who・When・Where などの WH 疑問詞」の設問であるだけでなく，図表が大き

表６　Part３の「各セットの問題順」と「３つの部分」を組み合わせた正答率

後半の４セット中盤の４セット前半の５セット１３セット全体

６６.９６６.１７４.８　６９.７％１問目

４８.４７０.２６７.７６２.５２問目

６２.９６６.１６２.６６３.８３問目
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なヒントとなるので，正答率は他の設問パターンよりも高くなると考えていた。しかし，

その考えはまちがっていたようで，逆に，「図表」も「選択肢」も見なければならず，さ

らに，「ピンポイントで聴き取ることができる」ということは，「その箇所を聴きのがして

しまうと解答できない」ため，難易度が高い設問になるようなのである。

そこで，何度も読み直せるリーディング・セクションとは異なり，「正答のヒントにな

る箇所を聴きのがしてしまうと解答できない」リスニング・セクションにおいては，「Who・ 

When・Where などの WH 疑問詞」の設問は実は難易度が高い設問なのかもしれない，と

いう考えから，Part３の設問のタイプを，「会話のテーマを問う設問」，「理由や内容を問

う Why・What の設問」，「人・場所・時などを具体的に問う Who・When・Where など

の設問」，そして，新しい出題形式である「会話中の表現の意図を問う設問」という４種

類に分けて比較してみたものが，以下の表である。

 

上で推察したとおり，「Who・When・Where などの設問」は，取り組みやすい設問が

並ぶはずの１問目においてさえ低い正答率になっており，このことから，Part３ではピン

ポイントの正答のヒントになる箇所は聴きのがしやすいことがわかる。それよりも，会話

全体から推測できる「会話のテーマを問う設問」や，ピンポイントではなく，会話のやり

取りから類推できる「理由や内容を問う Why・What の設問」の方が，Part ３では正答

にたどり着きやすいことがわかる。

以上の分析から，Part ３に関しては，「質問文（と選択肢）の先読み」の練習を徹底す

ることが重要である一方で，３
　

 問セットの２問目と３問目のどちらを選ぶかについては，

従来の指導方法を改め，ピンポイントで正答のヒントの箇所を聴き取らなければならない

「Who・When・Where などの WH 疑問詞」よりも，（２問目と３問目では「会話のテー

マを問う設問」がほぼ出題されないことから，）会話のやり取りから推測できる「理由の 

Why・内容の What の WH 疑問詞」の質問文の設問を選択するように指導していきたい。

表７　Part３の「各セットの問題順」と「設問の種類」を組み合わせた正答率
（スラッシュのうしろの数字は１３問中の設問数）　　　　　　　　

意図Who / Where / WhenWhy / Whatテーマ全体

６４.５ / １５４.８ / ４７９.０ / ４０７６.６ / ４６９.７％１問目

４８.４ / １４４.１ / ３７０.２ / ８０７１.０ / １６２.５　２問目

７４.２ / １５１.６ / １６３.９ / １１０ / ０６３.８　３問目

TOEIC � Listening & Reading Test の各パートの指導方法を考える（井上）
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５．Part４のデータから考察する

Part４に関しては，「問題番号７１～８５」，「８６～１００」という５セットずつを２回の授業に

分けて演習した。練習方法としては，音声を Part３の最後のセットの問題番号６９の質問文

からスタートし，そのまま続けて Part４の Directions，演習する５セットの音声へと続け

ていく。問題番号６９の質問文が始まるまでに Part３の最後のセットの解答を終えることが

できれば，問題番号６９と７０の質問文の音声２０秒と Part４の Directions の音声３０秒との合

計およそ５０秒という時間を作り出すことができ，Part４の「質問文（と選択肢）の先読み」

ができる。実際のテストにおいても，このように実践してほしいので，上記のような方法

で演習を行なっている。

演習時には，Part３の場合と同様に，１
　

 問目は必ず「先読み」し，２
　

 問目と３問目につ

いては，取り組みやすそうな方を選んで「先読み」するように指導している。選択の基準

も Part３の場合と同様で，「理由の Why・内容の What よりも，Who・When・Where 

などの WH 疑問詞」を，そして，「質問文と選択肢がより短い方」を選ぶように指導して

きた。

Part４の１０セット３０問を１回で演習する場合には，集中力が切れてくる後半の設問の正

答率が自然に下がるので，後半の設問の本来の難易度が見えにくくなるが，今回は５セッ

ト１５問ずつ演習しているので，設問のより純粋な難易度が測定できているといえる。まず

は，２
　

 回分の正答率と，各回の１問目・２問目・３問目の正答率を組み合わせた表である。

 

まず，「問題番号８６～１００」のセットにおける２問目の数値の低さの要因は，Part３にお

いてすでに指摘した，「図表を見て答える設問」が５問中３問を占めていることである。

問題番号９９番（正答率３８.２％）を筆頭に，３
　

 問ともが「問題番号７１～８５」の２問目の正答

率である７４.３％を下回っている。Part３と Part４で同様の結果が出ていることから，「図

表を見て答える設問」は難易度が高い設問と認識してまちがいないようである。

次に，「問題番号８６～１００」のセットにおける３問目の数値の低さについてである。TOEIC� 

表８　Part４の各回の全体の正答率と「各セットの問題順」の正答率

３問目２問目１問目全体

６３.４７４.３７８.９７２.２％７１～８５

５０.０５５.９８０.６６２.２　８６～１００
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に新しい出題形式が導入された際に，TOEIC� 初級者でも取り組みやすい Part１と Part

２の設問数が減った一方で，設問数が増えたのは Part４ではなく，Part３であった。こ

れは，TOEIC を運営する国際ビジネスコミュニケーション協会が，Part３よりも Part４

の方を難易度が高いパートと設定しているからに他ならない。なぜならば，運営側は，「ス

コアの持つ意味や難易度に変更はありません」（『TOEIC� テスト 公式問題集 新形式問題

対応編』９）と，新しい出題形式の導入後も全体の難易度は変わっていないとしているわ

けなので，最も難しいパートの設問数を増やしてしまうと，全体の難易度のバランスが取

れなくなってしまうからである。そこで，最難関と協会が考える Part４ではなく，Part

３の設問数を増やしたと考えるのが自然だからである。

つまり，Part４は，「リスニング・セクションの Part７」の位置づけになっているので，

後ほどくわしく見るが，Part７の「複数の文書」を見て答える問題の４問目や５問目に難

易度の高い問題が出題されているのと同様に，Part４の後半のセットの３問目に難易度の

高い問題が出題されていると考えられるのである。そして，それが事実であることを，

５０.０％という数値が証明しているのではないかと筆者は考えている。

最後に，１
　

 問目の正答率は，両方のセットにおいて，Part３の「前半の５セット」の１

問目の正答率である７４.８％を上回っている。そして，上で考察したように，Part４の後半

のセットの２問目や３問目はかなり難易度が高いのに，表１で確認したように，Part４は

正答率で１.９ポイントだけ Part３を上回っている。つまり，Part４が正答率で Part３を上

回っている要因のひとつは，１
　

 問目の難易度の差にあると考えられる。そこで，次の表で，

Part４と Part３の１問目に関して，４
　

 種類の設問のタイプから正答率を比較してみた。

 

この表ではっきりしていることは，「人・場所・時などを具体的に問う Who・When・ 

Where などの設問」の正答率が，Part４では Part３よりも３０ポイントも高くなっている

ことである。そして，この部分の正答率の結果が，Part４が Part３をトータルの正答率

で上回ることにつながっているといえる。

しかし，前項で考察したように，Part３においては，正答のヒントになる箇所をピンポ

イントで聴き取って解答する「Who・When・Where などの WH 疑問詞の設問」は，「そ

表９　Part４と Part３の１問目の設問について，「設問の種類」から見た正答率
　　　　（スラッシュのうしろの数字は，Part４は１０問中，Part３は１３問中の設問数）

意図Who / Where / WhenWhy / Whatテーマ全体

０ / ０８４.９ / ５７６.５ / ２７３.２ / ３７９.７％Part４

６４.５ / １５４.８ / ４７９.０ / ４７６.６ / ４６９.７　Part３

TOEIC � Listening & Reading Test の各パートの指導方法を考える（井上）
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の箇所を聴きのがしてしまうと解答できない」ことから，正答のヒントが１箇所だけに限

定されない「会話のテーマを問う設問」や「理由や内容を問う Why・What の設問」にく

らべると，難易度が高い設問であったはずである。Part４においては，なぜ数値が高く

なっているのであろうか。

そこで，Part４における３問セットの１問目の「Who・When・Where などの設問」を

具体的に見てみると，問題番号８９の“Who most likely are the listeners ?”を除くと，残

りの４問は，７１“What does the speaker's business sell ?”, ７４“What does the speaker 

most likely work ?”, ８０“Where does the speaker work ?”, ９８“What industry does the 

speaker work in ?”というように，問い方は異なるものの，すべて話し手の「職種」を問

う設問になっている。そして，結局のところ，問題番号８９も含めた５問すべてが，１
　

 箇所

を聴きのがしてしまうと解答できないピンポイント・タイプの「Who・When・Where な

どの設問」ではなく，正答のヒントが１箇所だけに限定されない「会話のテーマを問う設

問」や「理由や内容を問う Why・What の設問」に近いタイプの設問になっているのであ

る。

一方，Part３における３問セットの１問目の「Who・When・Where などの設問」を具

体的に見てみると，問題番号４１の“Where does the woman most likely work ?”（正答率

６７.７％）と６８“Where does the man most likely work ?”（６４.５％）は，Part４の「Who・

When・Where などの設問」と同じタイプになっているが，５０“Who is Mr. Park ?”（３８.７％）

と６２“What is scheduled for Tuesday ?”（４８.４％）は，正答のヒントが１箇所だけに限定

されるタイプになっている。

このように，Part４の１問目では，正答のヒントが１箇所だけに限定されないタイプ，

すなわち，初級者にとっても取り組みやすいタイプの「Who・When・Where などの設問」

が多く用いられている。このような現象が発生している理由は，先ほど指摘した，協会側

がおそらく Part４を難易度が最も高いパートと設定しているからであり，したがって，

Part４の難易度が高くなりすぎないように，１
　

 問目を難易度を抑えた設定にして調整して

いるからであろうと筆者は推察する。

以上，データに基づいて考察をしてきたが，Part４に関しては，特に１問目に関して

「Who・When・Where などの WH 疑問詞の設問」が難易度を低めに設定してあるので，

しっかりと「先読み」をして確実に正解させていくこと，および，パートの後半の２問目・

３問目は難易度が高い設問が多いので，後半は１問目を正解させることを重視して進めて

いくことを学生に伝えて，演習を行なっていきたい。

第１８巻　第２号
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６．Part５のデータから考察する

Part５に関しては，「問題番号１０１～１１０」，「１１１～１２０」，「１２１～１３０」という１０問ずつに

分けて，３
　

 回の授業で演習した。筆者は，Part７を１問でも多く解くことが，TOEIC で

の大きなスコアアップにつながると考えているので，Part７にできるだけ多くの時間を残

すため，Part５の練習においては，１
　

 問につき３０秒以内で解き，Part５を１５分以内に通過

するように指導している。

Part５の設問は，「文法問題」と「語句問題」の２種類に分けられる。授業では，「文法

問題」に関しては，「TOEIC� Part５ 文法問題 頻出パターン２０＋α」という頻出文法事項

をまとめたものを受講者に配付し（「資料２」として本論文の末尾に添付した），演習のあ

とに各設問がどのパターンに当てはまるかを確認して，受講者が出題パターンに慣れるよ

うに指導している。一方，「語句問題」に関しては，問題文に知っている単語が増えると，

問題文を速く正確に読めるようになり，正解の選択肢にたどり着きやすくなること，また，

選択肢に知っている単語が増えると，４
　

 択の問題が３択や２択の問題になり，これもまた

正解にたどり着きやすくなることから，現在のところは，前述の『TOEIC� Test 単語　

頻度順徹底マスター』収載の語句が問題文や選択肢に多く出てくるので，収載の語句をで

きるだけ早くマスターすること，と伝えることにとどまっており，有効な指導法が残念な

がら見つかっていない。今回のデータ分析で，有効な指導法を見つけることができるだろ

うか。

それでは，まずは，「文法問題」と「語句問題」の正答率を見てみよう。

 

筆者は，「語句問題」の正答率は「文法問題」のそれよりも１０ポイント程度低くなるこ

とを予想していたので，１０ポイントを超えて大きく下回るこの結果は，大きな驚きであっ

た。しかし，逆に考えれば，かなりはっきりとした数値の違いが出たので，受講者に今回

の数値を伝えて，「語句問題」には時間を使いすぎないように指導していくことはできる。

しかし，それは後ろ向きな指導法なので，「語句問題」の正答率を伸ばすことができる

表１０　Part５の「文法問題」と「語句問題」の正答率

正答率設問数

７１.１％１９文法問題

５４.４　１１語句問題

TOEIC � Listening & Reading Test の各パートの指導方法を考える（井上）
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指導法を探すべく，「語句問題」における問題文の語数と正答率の関係を見たものが以下

の表である。

 

「文法問題」に関しては，例えば，問題番号１０３は，“The product review says that the 

Cozy Days space heater is ------ to warm up than similar products.”（下線部は筆者）と

いう１７語の長めの問題文であるが，キーワード than という１語から正答の� slower を選

ぶことができる。すなわち，穴埋め部分の前後数語を見るだけで正答にたどり着くことが

できる場合が多いので，「文法問題」に関しては，問題文の長さは設問の難易度にほとん

ど影響を及ぼさない。

一方，「語句問題」に関しては，基本的には問題文全体の意味が分かれば正答を選択し

やすくなる。したがって，問題文の語数が増えて文が長くなると，それだけ意味を把握す

るのに時間がかかったり，さらに，構文が複雑になっていると，問題文全体の意味を把握

しづらくなったりするので，問題文の語数と設問の難易度には何か関係があるかもしれな

い，と考えたわけだが，表の結果から見ると，残念ながらあまり関係がないようである。

やはり，「語句問題」に関しては，問題文と選択肢に出てくる語句をどれだけ知っている

かにかかっているようだ。

以上のことからすると，「文法問題」に関しては，頻出文法事項に慣れていくことで十

分に対応できるようになるが，「語句問題」に関しては，地道に各人が語彙力を強化して

いくしかないようである。

７．Part６のデータから考察する

Part６に関しては，全４セット１６問を１回の授業で演習した。筆者は，このパートに関

しても，Part７にできるだけ多くの時間を残すため，演習の際には，１
　

 問につき３０秒以内

で解き，パート全体を８分以内に通過するように指導している。設問のタイプ上，Part５

とくらべると解くのに時間がかかるパートではあるが，時間をかけ過ぎずに通過すること

を強く意識して取り組むように指導している。

表１１　Part５の「語句問題」の「問題文の語数」による正答率

平均
正答率

２０１９１７１６１５１４１３１２語数

１１１２１２１２設問数

５４.４５２.８３１.４２８.６７９.２４０.０３８.９５７.１７６.４％正答率
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このパートは１回で演習したので，８
　

 分という目安の時間設定から，後半のセットに関

しては，解答の残り時間がかなり少なくなっていることが想定される。そこで，まずは，

セットごとの正答率を見てみたい。

 

予想どおり，１
　

 セット目に関しては，結果として他のセットよりも時間をかけて解くこ

とになってしまうため，正答率が最も高く，２
　

 セット目以降は徐々に下がっていっている。

解答時間が限られていることから，正答率が後半に下がることは十分に想定できることだ

が，筆者が注目したい点は，３
　

 セット目と４セット目が予想ほど下がらなかったことであ

る。

その要因は，このパートの設問のタイプが，「文法問題」，「語句問題」，「文全体の流れ

から，適切な動詞の時制を選ぶ問題」，「文のつながりから，適切な接続詞などを入れる問

題」，「文のつながりから，適切な一文を入れる問題」という５つに固定されていることに

ある。そして，Part６を演習する前には，受講生にこの５つの設問パターンを紹介し，「自

分の得意なパターンの設問を中心に取り組むこと，苦手なパターンの設問は良い意味で適

当にして先へと進むこと，そして，４
　

 セット目で時間がなくなってきた場合には得意なパ

ターンの設問だけをすること」を指導しているので，この指導が，３
　

 セット目と４セット

目における正答率の激しい落ち込みを回避しているのではないか，と筆者は考えている。

そこで，Part６における，この５つの設問タイプごとの正答率を見てみることにする。

 

今回は，「適切な動詞の時制を選ぶ問題」と「適切な接続詞などを入れる問題」に関し

ては，サンプル数の関係でコメントはできないが，予想どおり，「適切な一文を入れる問

題」の正答率が最も低かった。しかし，この設問パターンが５０％を下回ってくることは予

想していなかったので，受講者にはこの結果をしっかりと伝え，「適切な一文を入れる問

題」に取り組むべきか，あるいは，良い意味で適当にして先へ進むべきか，という各自が

立てる戦略の参考にしてもらいたいと思う。

表１２　Part６のセットごとの正答率

４セット目３セット目２セット目１セット目パート全体

５３.４５６.６６１.５７１.０６０.６％

表１３　Part６の「設問の種類」から見た正答率（スラッシュのうしろの数字は，１６問中の設問数）

一文挿入接続詞など動詞の時制語句文法全体

４６.３ / ４00.０ / ０５８.８ / １７０.０ / ４６４.０ / ７６０.６％
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それよりも筆者が注目した点は，「語句問題」の正答率が，Part５における「語句問題」

の５４.４％という数値を大きく上回ったことである。このことから，「語句問題」に関して

は，ひとつの文から判断しなければならない Part５のタイプよりも，前後の文・あるいは

パッセージ全体の流れを含めて判断ができる，つまり，判断する際の情報量が増える Part

６のタイプの方が，正答にたどり着きやすいということがわかる。

一方，「文法問題」に関しては，Part５の７１.１％という正答率から７ポイント程度下がっ

ているが，これは，「語句問題」とは逆に，Part６の「文法問題」では，前後の文の情報

に惑わされるという現象が起きていると考えられる。

以上，Part６に関しては，５
　

 つの設問のタイプを把握し，さらに，「一文挿入問題」の

難易度が高いことや，Part５とは異なり，「語句問題」の正答率が高いことなどを知った

上で，自分が中心に解いていく設問のタイプ（ひとつとは限らない）を決めるように指導

していきたい。そして，自分の Part６の解き方さえ決めることができれば，現状よりも自

分の正答率を，８
　

 分という目安の時間内で自然と上げていくことができるようになる，と

筆者は考えている。

８．Part７のデータから考察する

Part７に関しては，「問題番号１４７～１５７」，「１５８～１６７」，「１６８～１８０」，「１８１～１９０」，「１９１

～２００」というように，５
　

 回の授業で演習を行なった。このパートの練習においては，１
　

 

問につき最大１分間で解くように指導しているので，上記５回の演習では，１１分，１０分，

１３分，１０分，１０分という時間設定で実施した。５４問を分割して演習することにより，疲れ

て集中力が落ちたり，タイムオーバーで最後の数問ができないということは避けることが

できたので，各設問の本来の難易度が測れたのではないかという反面，「前半の設問で時

間の貯金をつくって後半の設問でその貯金を使う」という戦略を立てている受講生は多い

と思うので，その作戦を実行できなかった分だけ，後半の設問の正答率は下がっているか

もしれない。

表１で見たように，リーディング・セクションの正答率６３.６％に対して，Part７の正答

率はほぼ同じ数値６３.７％であった。つまり，このパートの出来がリーディング・セクショ

ン全体の出来になっている。Part５と（「文法問題」と「語句問題」が半数を占める）Part

６が，「その文法や語句を知っているか知らないかの物知りクイズ」的な側面が強い一方，

Part７は読解問題なので，本文のどこかにある正答のヒントを見つけることさえできれば
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必ず正答にたどり着ける，つまり，極端に言えば全問正解も可能なパートなのである。そ

ういうわけで，筆者は，このパートのスコアを伸ばすことでリーディング・セクションの

スコアを伸ばしたいと考えている。

あとは，Part７の５４問の各問に関して，「本文のどこかにある正答のヒント」を見つけ

るための十分な時間をつくりだすことが大切である。そういうわけで，授業時には，Part

５と Part ６をできるだけ短い時間で通過し，Part７にできるだけ多くの時間を残すよう

に指導をしている。

また，協会側からの配点の公表は一切ないものの，Part５や Part６を１問正解させる

よりも，Part７を１問正解させる方がスコアが伸びると筆者が考えていることも，できる

だけ多くの時間を残し，Part７を１問でも多く解答することを指導している理由である。

さて，表１で見たように，「１つの文書」を見て答える問題の正答率は６８.０％，「複数の

文書」のそれは５８.７％で，「複数の文書」で正答率が１０ポイント程度下がるのは予想どおり

だった。まずは，１０セット２９問ある「１つの文書」の問題に関しては，問題番号が進むに

つれて２問→３問→４問とセット当たりの設問数が増えていくが，その設問数の増加と難

易度には関係があるのかどうかを見たものが次の表である。

 

設問数２問の正答率が８０％→３問７０％→４問６０％というように，２
　

 問の正答率がかなり

高く，設問数が増えるごとに下がっていくことを予想していたが，結果はそうではなく，

「１つの文書」を見て答える問題に関しては，難易度の差はほぼないようである。これま

での授業では，「設問数が２問と３問のセットの設問がかなり取り組みやすいので，そこ

で正答率を稼ごう。一方，４
　

 問のセットの設問は難問が多いので，考えすぎないようにし

よう」と指導してきたので，この点を改めなければいけない。

また，「複数の文書」を見て答える問題に関しても，予想外の結果となった。「２つの文

書」と「３つの文書」の正答率はともに４５％程度になると予想していたのだが，表１で見

たように，「１つの文書」を見て答える問題のそれとくらべると１０ポイント程度下がるも

のの，「２つの文書」の正答率６０.８％，「３つの文書」５７.３％というように，正答率が予想

を１０ポイント以上上回った。というわけで，今後の授業では，「『複数の文書』を見て答え

る問題は思っているほど難問ではないので，十分に時間を残して取り組むようにしよう」

表１４　Part７の「１つの文書」を見て答える問題の設問数から見た正答率

４問３問２問１つの文書

７０.６６３.２６９.３６８.０％
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と指導していきたい。

ただし，「複数の文書」問題に関して，注意すべきことを示しているのが以下の表である。

 

それは，サンプル数が「２つの文書」では２，「３つの文書」では３と少ないので，今

後もデータを取ることができれば，その動向を注視していきたいが，「２つの文書」にお

いても「３つの文書」においても，４
　

 問目と５問目の正答率が１５ポイントから２０ポイント

ほど急落していることである。

「サンプル数が少ない」とは書いたが，筆者は，４
　

 問目と５問目に関するこの数値は今

後も同様の結果が得られるであろうと考えている。その理由は，「リスニング・セクショ

ンの Part７」と位置づけられている Part４の後半のセットの３問目に難易度の高い問題

が出題されていることである。つまり，Part４の「後半のセット」とは，Part７では「複

数の文書」を見て答える問題に当たるので，この部分で難易度の高い問題が出題されるこ

とが想定できるからである。そういうわけで，演習時には，「『複数の文書』を見て答える

問題の４問目と５問目に関しては，かなりの難問であることが予想されるので，１
　

 問目か

ら３問目までを中心に有効に時間を使って解いていくようにしよう」と指導していきたい。

Part７の最後に，「設問の種類」から正答率を見たものが次の表である。

 

「Who / Where / When」は「人・場所・時などを具体的に問う Who・When・Where 

などの設問」，「Why / What」は「理由や内容を問う Why・What の設問」，「indicate / 

NOT」は「内容をぼんやりと遠回しに問う What is indicated / suggested / implied about

～ ? と，書かれていない内容を問う『NOT 問題』の設問」，「テーマ」は「文書のテーマ

を問う設問」，「語句」は「文書中の語句の意味を問う設問」，「意図」は新しい出題形式で

表１５　Part７の「複数の文書」を見て答える問題の「各セットの問題順」の正答率

５問目４問目３問目２問目１問目全体複数の文書

４６.５４２.３６９.１７６.２６９.８　６０.８％２つの文書

４７.１４８.０６１.８６１.８６７.６５７.３３つの文書

表１６　Part７の「設問の種類」から見た正答率　　　
　　　　（スラッシュのうしろの数字は，５４問中の設問数）

７３.８ / ５テーマ６３.７％ / ５４問全体

７４.５ / ３語句６４.９ / １７Who / Where / When

７４.０ / ２意図６０.７ / １４Why / What

７８.３ / ２一文挿入５３.４ / １１indicate / NOT
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ある「インスタントメッセージのやり取りの中での発言の意図を問う設問」，「一文挿入」

はこれも新しい出題形式である「ひとつの文を文書中の適切な箇所に挿入する設問」をそ

れぞれ指している。

まず，サンプル数の少ない３つの設問に関してであるが，「語句」に関する高い正答率

は予想どおりの結果だったが，「意図」と「一文挿入」に関しては，５０％前後の低い正答

率を予想していたので意外な結果となった。「意図」については，Part ３で６２.４％，Part

４で３９.１％であり，「一文挿入」については，Part６ではある箇所に４つの文から挿入すべ

き文を選択，Part７ではある文を４つのどの箇所に挿入すべきかを選択というように出題

方式は異なるが，Part６では４６.３％という数値であるのに対して，Part７ではそれぞれが

７０％を軽く上回る数値となった。ただ，サンプル数の関係が大きいと思われるので今後を

見守っていきたい。

残りの４つの設問に関しては，「テーマ」の設問が最も高い数値となった。「テーマ」は 

Part３でも７５.５％，Part４でも７３.２％とそれぞれのパートで一番高い数値だったので順当

な結果といえる。その次には「Who / Where / When」が続く。Part３では５０.４％と低い

数値だったが，これは Part３が最も難易度の高いリスニング・パートであることと，正答

のヒントがピンポイントになる場合は聴きのがしやすいことの影響を受けている，また，

Part４では７２.９％と高い数値だったが，これは Part４では正答のヒントが１箇所だけに限

定されないタイプの設問が多く出題されていることが関係している，ということを考察し

てきた。そして，筆者は，「Who / Where / When」に関しては，Part７でも７０％を超え

てくると予想していたが，６５％ほどにとどまった。このように「Who / Where / When」

の数値が伸びない理由については，Part７では設問が進むにつれて，基本的に本文の情報

量が増えていくので，その情報量の多さから，正答のヒントとなるピンポイントの箇所が

探しづらくなるからではないかと仮定し，次の表にまとめてみた。

 

サンプル数の関係で，徐々に正答率が下がっていくというようにはならなかったものの，

本文の情報量が少ない「２問」の設問では「テーマ」とほぼ同じ数値となり，情報量がか

なり多くなる「５問（３つの文書）」の設問では「indicate / NOT」を下回る数値となっ

表１７　Part７の「Who / Where / When」の設問について，１つのセットの設問数から見た正答率 
　　　（スラッシュのうしろの数字は，１７問中の設問数）

５問（３つの文書）５問（２つの文書）４問３問２問全体

４９.０ / ３６６.２ / ４６４.４ / ３６７.６ / ４７５.８ / ３６４.９％ / １７問
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た。「Who / Where / When」の設問に関しては，本文の情報量が多くなると正答のヒン

トとなるピンポイントの箇所が探しづらくなることで，難易度が高くなると考えていいよ

うだ。

そして，「Why / What」と続き，サンプル数が多い方の中では，「indicate / NOT」が

最も低い数値となった。「Why / What」に関しては，Part３で６８.７％，Part４で６４.８％と

いう数値だったので，Part７での６０.７％という数値は適切な範囲内だと思われる。「indicate 

/ NOT」の設問は，言ってみれば，「Why / What」に含まれるわけだが，「ぼんやりと遠

回しに」，つまり，こちらがある程度の推察をして解答しなければならない，また，正答

以外の３つの選択肢の内容が書かれていることを確認しなければならない，というこのパ

ターンの設問が難易度が高くなることは予想していた。「Who / Where / When」とは１０

ポイント，「Why / What」とも７ポイント開いているこの差は大きいといえる。

以上のことから，Part７に関しては，これまでどおり，「Part５と Part６をできるだけ

はやく通過して，このパートに時間を残すこと」を伝えながら，「セットの設問数が増え

るにつれて難易度が高くなるわけではないので，『テーマ』と『Who / Where / When』

の設問を中心に解き，難問に時間をかけずにどんどん先へ進めていくこと」，「その難問と

は『indicate / NOT』であり，『複数の文書』の設問の４問目と５問目であること」を指

導しながら演習を進めていきたい。

９．お　わ　り　に

本論では，授業で使用している TOEIC� の公式問題集に関して，Google Forms を活用

して受講者のデータを分析することを通して，TOEIC� のリスニング・セクションとリー

ディング・セクションのそれぞれのパートに関して，新たな指導方法を見つける，および，

筆者が思い込んでいた指導方法を改める，ということを試みてきた。

筆者としてとても良かったと考えていることは，これまでは，リスニング・セクション

ばかりを取り上げてきていたが，今回は初めてリーディング・セクションを取り上げ，し

かも，実際の受講生のデータから考察することができたということである。

結果としては，多くの新しい指導方法を見つけることができ，また，筆者が主観的に感

じたことを提示していた指導方法に関して，それらを修正すべき理由を客観的に確認する

ことができた。

もちろん，サンプル数が少ないということがあるので，結果をすべて鵜呑みにすること

第１８巻　第２号

─　　（　　）─10246



はできないが，受講生の反応を見ながら指導を続けていき，それと並行して，新しいデー

タを収集することを通して，TOEIC� の指導方法をさらに充実したものにしていきたい。
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会）第１０巻第２号（２０１２年１月）：１�１６．

〔５〕 ―.　「TOEIC� テストの新形式問題におけるパート２の難易度を推察する― 

ETS 作成問題の分析を通して」『生駒経済論叢』（近畿大学経済学会）第１４巻第２号

（２０１６年１１月）：２７�３９．

〔６〕 ―.　「TOEIC� テストの新形式問題におけるパート２の難易度を再推察する― 

ETS 作成問題の分析を通して」『生駒経済論叢』（近畿大学経済学会）第１５巻第１号

（２０１７年７月）：４１�５７．

〔７〕 ―.　「TOEIC� テストの新形式問題におけるパート２の難易度をさらに考察する

　― ETS 作成問題の分析を通して」『生駒経済論叢』（近畿大学経済学会）第１６巻第 

　　２号（２０１８年１１月）：３３�４８．

〔８〕 ―.　「TOEIC� テスト新形式問題におけるリスニング・セクション パート３・パー

ト４の難易度と初級者のための攻略法― ETS 作成問題の分析を通して」『生駒経済

論叢』（近畿大学経済学会）第１７巻第２号（２０１９年１１月）：２１�３６． 

TOEIC � Listening & Reading Test の各パートの指導方法を考える（井上）
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第１８巻　第２号

─　　（　　）─10448

資料１（ここでは小数点以下第２位までを載せている）

ＤＣＢＡＤＣＢＡ

０１００００１０１９７.２２００２.７７１

５.５５８.３３２.７７８３.３３１０２２.７７９１.６６５.５５０２

１１.１１８.３３７５５.５５１０３９１.６６８.３３００３

００１０００１０４１３.８８５.５５６９.４４１１.１１４

８.３３６３.８８１６.６６１１.１１１０５８.３３１１.１１８.３３７２.２２５

５.５５０８６.１１８.３３１０６５.５５２.７７８６.１１５.５５６

１９.４４５.５５４４.４４３０.５５１０７２.７７０９７.２２７

１７.１４２０５４.２８８.５７１０８８.３３９１.６６０８

０８.３３２.７７８８.８８１０９０４４.４４５５.５５９

９４.４４２.７７２.７７０１１００９７.２２２.７７１０

７５１３.８８５.５５５.５５１１１５４.２８２.８５４２.８５１１

１１.１１１９.４４１１.１１５８.３３１１２１２.１２６０.６１２７.２７１２

５.５５５.５５７５１３.８８１１３００１００１３

０６９.４４２２.２２８.３３１１４９３.９３０６.０６１４

７５５.５５８.３３１１.１１１１５７２.７２１５.１５１２.１２１５

６９.４４１１.１１１３.８８５.５５１１６１２.１２８１.８１６.０６１６

２.７７５.５５５.５５８６.１１１１７３０.３０９.０９６０.６０１７

５.５５５２.７７１３.８８２８.５７１１８９０.９０６.０６３.０３１８

３６.１１１１.１１１３.８８３８.８８１１９８１.８１１２.１２６.０６１９

５２.７７２７.７７１１.１１８.３３１２０９.０９１８.１８７２.７２２０

２.８５６２.８５８.５７２５.７１１２１７５.７５２１.２１３.０３２１

１７.１４６５.７１２.８５１４.２８１２２５.８８１１.７６８２.３５２２

２.８５２.８５６２.８５３１.４２１２３１７.６４３２.３５５０２３

２.８５１１.４２７１.４２１４.２８１２４７９.４１５.８８１４.７０２４

１４.２８１４.２８５７.１４１４.２８１２５５.８８８５.２９８.８２２５

１４.２８３１.４２１４.２８４０１２６７６.４７１１.７６１１.７６２６

５.７１２８.５７６０５.７１１２７４７.０５３２.３５２０.５８２７

２０２２.８５１７.１４４０１２８１１.７６２９.４１５８.８２２８

２.８５１１.４２２.８５８２.８５１２９１１.７６５２.９４３５.２９２９

２５.７１２８.５７２２.８５２２.８５１３０１４.７０２３.５２６１.７６３０

８２.３５１７.６４００１３１６７.６４２３.５２８.８２３１

２.９４２.９４２３.５２７０.５８１３２６.４５９.６７７７.４１６.４５３２

８.８２６１.７６５.８８２３.５２１３３２５.８１７０.９６０３.２２３３

８.８２５.８８１１.７６７３.５３１３４５１.６１１２.９０１２.９０２２.５８３４

１７.６４５.８８２.９４７３.５３１３５３.２２６.４５６.４５８３.８７３５

５.８８２９.４１５８.８２５.８８１３６１６.１２５１.６１９.６７２２.５８３６

４７.０５２９.４１１７.６４５.８８１３７７４.１９６.４５１９.３５０３７

８.８２７０.５８１４.７０５.８８１３８６.４５６４.５１２２.５８６.４５３８

５８.８２２.９４１１.７６２６.４７１３９０８７.０９１２.９０３９

１１.７６５００３８.２３１４０２２.５８１６.１２１２.９４８.３８４０

１４.７１２６.４７４１.１７１７.６４１４１１２.９６７.７４３.２２１６.１２４１

２.９４１１.７６７６.４７８.８２１４２１２.９４８.３８３２.２５６.４５４２

７３.５３２.９４２０.５８２.９４１４３７７.４１１２.９０３.２２６.４５４３

５.８８６７.６４５.８８２０.５８１４４３.２２６.４５９.６７８０.６４４４

８.８２２６.４７２９.４１３５.２９１４５６.４５９.６７３.２２８０.６４４５

２３.５２１７.６４４１.１７１７.６４１４６１６.１２６１.２９２２.５８０４６

６.０６６６.６６２１.２１６.０６１４７６.４５３.２２８０.６４９.６７４７

９.０９６３.６３９.０９１８.１８１４８７０.９6１６.１２９.６７３.２２４８

６.０６９.０９１２.１２７２.７２１４９１９.３５６１.２９１９.３５０４９

６３.６３０２７.２７９.０９１５０３８.７１０３２.２５２９.０３５０
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ＤＣＢＡＤＣＢＡ

１２.１２３９.３９３９.３９９.０９１５１１２.９７０.９６６.４５９.６７５１

９０.９１００９.０９１５２９.６７１２.９０７０.９６６.４５５２

１２.１２１２.１２６６.６６９.０９１５３７０.９６３.２２１２.９１２.９０５３

３.０３０６.０６９０.９０１５４９.６７６.４５９.６７７４.１９５４

６.０６１５.１５６.０６７２.７２１５５２２.５８１２.９０６.４５５８.０６５５

１２.１２２７.２７４２.４２１８.１８１５６９.６７９.６７７４.１９６.４５５６

９.０９１２.１２６９.６９９.０９１５７１６.１２６４.５１１２.９６.４５５７

１８.７５１２.５１２.５５６.２５１５８７４.１９６.４５１２.９６.４５５８

４０.６２２１.８７２１.８７１５.６２１５９９.６７７４.１９９.６７６.４５５９

２１.８７５３.１２１８.７５６.２５１６００１６.１２７７.４１６.４５６０

９０.６２０６.２５３.１２１６１６.４５６.４５６.４５８０.６４６１

２５００７５１６２１６.１２１６.１２１９.３５４８.３８６２

１８.７５６８.７５９.３７３.１２１６３９.６７１２.９０４１.９３３５.４８６３

６.２５８４.３７９.３７１６４９.６７２２.５８５１.６１１６.１２６４

３１.２５２５３.１２４０.６２１６５３.２２８０.６４１２.９３.２２６５

１２.５６８.７５３.１２１５.６２１６６９.６７２２.５８４５.１６２２.５８６６

４０.６２０９.３７５０１６７５１.６１１６.１２２２.５８９.６７６７

０６０３.３３３６.６６１６８３.２２６４.５１２５.８１６.４５６８

１３.３３６６.６６６.６６１３.３３１６９３.２２２５.８０３５.４８３５.４８６９

６.６６６.６６８３.３３３.３３１７０６７.７４９.６７９.６７１２.９０７０

３.３３０９６.６６０１７１２.８５２.８５５.７１８８.５７７１

３.３３１３.３３８３.３３０１７２９７.１４００２.８５７２

１０６.６６０８３.３３１７３２.８５８０１４.２８２.８５７３

８０１０６.６６３.３３１７４２.８５８２.８５５.７１８.５７７４

６０１６.６６１０１３.３３１７５１４.２８２０１４.２８５１.４２７５

３.３３０８６.６６１０１７６１７.１４１７.１４５４.２８１１.４２７６

１３.３３７０１３.３３３.３３１７７２.８５２２.８５０７４.２８７７

６.６６２０５０２３.３３１７８５.７１８８.５７５.７１０７８

０４３.３３１３.３３４３.３３１７９８.５７１１.４２７７.１４２.８５７９

２３.３３４０１３.３３２３.３３１８０２.８５８８.５７０８.５７８０

２３.５２５２.９４５.８８１７.６４１８１２８.５７５.７１５４.２８１１.４２８１

８.８２８.８２８２.３５０１８２３１.４２４０１４.２８１４.２８８２

８８.２３１１.７６００１８３８.５７８.５７２２.８５６０８３

４１.１７３２.３５１７.６４８.８２１８４２.８５８.５７８.５７８０８４

１４.７１１７.６４５２.９４１４.７０１８５１１.４２１７.１４６５.７１５.７１８５

１１.７６４１.１７４４.１１２.９４１８６１１.７６０８５.２９２.９４８６

３５.２９１４.７１１１.７６３８.２３１８７５.８８８.８２７３.５２１１.７６８７

３８.２３３２.３５１１.７６１７.６４１８８５８.８２１１.７６２.９４２６.４７８８

５.８８１１.７６３２.３５５０１８９０１７.６４５.８８７６.４７８９

５.８８７３.５２２.９４１７.６４１９０３８.２３３８.２３５.８８１７.６４９０

２.９４８.８２２.９４８５.２９１９１０２９.４１４７.０５２３.５２９１

５.８８８２.３５８.８２２.９４１９２０２.９４８.８２８８.２３９２

８５.２９５.８８２.９４５.８８１９３７０.５８１７.６４８.８２２.９４９３

１１.７６１７.６４５８.８２１１.７６１９４１４.７１３２.３５１７.６４３５.２９９４

２９.４１２６.４７８.８２３５.２９１９５２.９４１４.７０１７.６４６４.７０９５

７３.５２５.８８１４.７０５.８８１９６５８.８２３２.３５５.８８２.９４９６

８.８２６４.７１１１.７６１４.７０１９７５.８８２９.４１５２.９４１１.７６９７

８.８２２０.５８６１.７６８.８２１９８５.８８２.９４２.９４８８.２３９８

１４.７１３５.２９１４.７０３５.２９１９９２.９４３８.２３５８.８２０９９

１７.６４１７.６４２６.４７３８.２３２００５８.８２２０.５８１１.７６８.８２１００



資料２

TOEIC� Part５ 文法問題　頻出パターン２０＋α

パターン１ 前置詞のうしろには必ず名詞（のはたらきをするかたまり）が入る

パターン２ 文の主語になれるのは名詞（のはたらきをするかたまり）だけ

パターン３ 「冠詞＋カッコ＋次のかたまり」ならば，カッコには名詞が入る

パターン４ 主語と動詞の単数・複数の一致

パターン５ ２つの「Ｓ＋Ｖ」をつなぐのは前置詞（や副詞）ではなく接続詞

パターン６ 名詞（のかたまり）を「Ｓ＋Ｖ」につなぐのは接続詞（や副詞）ではなく

前置詞（句）

パターン７ （冠詞＋）形容詞（または形容詞用法の名詞）＋名詞

パターン８ 形容詞の最上級「the most＋形容詞」

パターン９ be 動詞の補語になる形容詞　★「名詞の複数形」「抽象名詞」が入る可能性

もある。

パターン１０ be 動詞＋副詞＋形容詞

パターン１１ 受動態に割り込む副詞：be 動詞＋副詞＋過去分詞

パターン１２ 動詞と前置詞のあいだに割り込む副詞　★名詞を入れないように注意

パターン１３ 助動詞と動詞のあいだに割り込む，および，to不定詞に割り込む副詞

パターン１４ 動詞の前または後に入り，動詞を修飾する副詞　★名詞を入れないように

注意

パターン１５ 動名詞を修飾する副詞　★前置詞のうしろに名詞の大きなかたまりを完成

させる

パターン１６ TOEIC は both A and B, either A or B, neither A nor B, not only A 

but also B が大好き

パターン１７ and で並列関係になっている品詞

パターン１８ ２つの名詞（のかたまり）をつなぐ現在分詞

パターン１９ 代名詞の格

パターン２０ order, suggest, propose, demand, require, request, recommend な ど

の動詞（その名詞形の場合もある）に続く that節中の動詞は「原形（仮定

法現在形）」

最新パターン 「 副詞＋形容詞（特に過去分詞の形容詞的用法）＋名詞」★副詞が直後の

形容詞を修飾
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